






























できた。下の図に 2011年 11月 8日の活動領域NOAA 11339の観測結果を示す。Hの弱
い偏光信号も捕らえられており、高速回転波長板ポラリメーターが彩層偏光測光用ポラリ
メーターとしても有用であることを確認した。




























ストレール比は 0.1弱と推定している。図 3は、図 2と同じデータの偏差をプロットした
もので、白い部分が偏差大の領域である。画像中心ほど暗く、端に行くほど明るくなって
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